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横須賀同胞便り 9 

よこすか同胞BBQ祭り 

동포여러분
トンポヨロブン

 안녕하세요
アンニョンハセヨ

. （＾－＾）（ニコッ） 

晴れた空、海は凪（なぎ）、穏やかな日に同胞 BBQ 祭りは盛大に行われました。 

｢맛있다
マシッタ

! 맛있다
マシッタ

!｣、｢焼肉屋さんで食べるより美味しいよ。｣ … なんと用意された 50Kg の肉を

たいらげました。お腹いっぱいに食べた後はお待ち兼ねの抽選会です。 

｢液晶テレビ シャープアクオス 32 型｣をはじめ、乾燥機、電子レンジ、ケトルなど豪華景品、

ハズレなしの参加賞有りで大好評でした。 

同胞たちはコミュニティーの場を待っていたかのように集い、親睦を深めました。 

本当にいい一日でした。 ｢しおかぜ公園｣4月 8 日 ｢横須賀同胞 BBQ 祭り実行委員会｣ 

 
 
 
 
 
 
 
 

      
 
 
 
 
 
 

  

 好天に恵まれ、咲き

誇る八汐つつじが迎

えてくれました。トテ

馬車にも乗り、楽しい

旅行でした。秋には

又、ご一緒しましょ

う。横須賀高麗長寿会 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 
 

 
 

横須賀支部春のバーベキュー大会のあとに、横須賀支部で行われました。 

1 次会は≪クイズ大会という名の二人の幸せなんでも質問コーナー≫、2 次会はカラオケ大会。朝青員からのプレ

ゼントにユガンさんチラリと涙。またいつでも遊びに来てください！ 

 
←ケーキ作り 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第一回活動  ≪岩盤浴でココロもカラダもきれいになろう≫ → 

 

次回活動予定   5 月 30 日   

横須賀温泉湯楽の里 → 

美しさを求める方募集中です。 

≪キレイ≫の秘訣を一緒に研究しましょう。 

 

“ 青い海、熱い心、” 

  

参加者の絶賛を浴びた、３世代合唱「故郷の春」 

金日成主席生誕 100 周年を祝う「神奈川同胞芸術祝祭」が 5 月 13 日、関内ホールで行われ出演者

を含め同胞ら 1200 余人が参加しました。久しぶりにお会いした大先輩に感想を聞いてみると、「期待

以上のいい舞台だった。かながわ同胞の芸術技量が高いので感心した。学校があって民族の代が受け

継がれ、このような芸術祝祭が行われるのも主席の御蔭だ…」と話していました。私も同胞がいっそ

う固く団結し、若い世代が中心となった力ある神奈川同胞社会の構築はそう夢でもないと思いまし

た。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   
多摩川は、山梨県の東部に源流をおき、西多摩、北多摩、南多摩を経て川崎へ、そして東京湾にと

注ぐ。多摩川の「多摩」という字は元来「多麻」と書かれ、この流域で麻が多く生産されていた事か

らつけられた名前であるという。奥多摩、多摩丘陵など麻のつく地名が多く、南多摩に下ると上麻布、

中麻布、下麻布、そして多摩川を越えると多摩区、麻生区なども現存していてこのことをよく物語っ

ている。多摩川一帯の開発は渡来人たちによって行われ、早くから麻を植え、布を織り始めた事でよ

く知られている。多摩川を渡るとすぐ小田急線狛江
こまえ

駅に着くが、狛江
こまえ

の狛
こま

は「高麗
こ ま

」の当て字で、高

句麗人が多く定着したところとされているからである。 
この由緒深き狛

こま

（高麗
こ ま

）江郷
えごう

の近くにある調布市は、読んで字のごとく布の加工で有名だが、布の手

織りの歴史で知られる布田町、染色加工で目立つ染地町も現存していて、元来渡来人の集落であった

事を物語っている。また近所には 砧
きぬた

町も現存していて、私たちの古里の砧（布を打つ木棒と石台（バ

ンメンイジル））を思わせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 済河先生の著書｢ウリ

わ が

・トンポ（同胞）ウリ
わ が

・トンネ（町・村）百話｣  
   もう一つの神奈川史 ～ から シリーズ（7）多摩川流域は麻（モシ）の名産地か  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コラム 【錠亜戚
オンガイ

 馬虞戚
ハライ

！】シリーズ（5）第三の差別「年齢差別」 
「子供を叱るな来た道、年寄りをわらうな行く道」。この言葉に深い感銘を受けた覚えがあります。

しかし思えば思うほど、成人の実体が絶対的であり、子供は成人の未熟なもの、年寄り（老人）は成

人の成れの果てという強烈な差別の臭いがしてきます。 
 エイジズム（高齢者差別・年齢差別）は、レイシズム（人種差別）、セクシズム（性差別）に次ぐ

第三の差別と言われていますが、確かにあるように思います。 
高齢者への偏見がベースにあるようです。しかし高齢者差別とそれに起因する高齢者虐待の問題

は、多くの研究者やセクターにより改善の努力が続けられてきていますが、子供に対するエイジズム

には改善の兆しが未だ見えていません。 
子供に対する年齢差別、幼児虐待の問題がこれほど社会的にクローズアップされながら、その認識

までふくめたエイジズムが語られないのは奇妙なことです。 
ことわざにあるように、「老いたる馬は道を忘れず。」（経験を積んだ者は物事の方針を誤らない。）

「子にまさる宝なし。」（子供は人生最高の宝である。）ですよね。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 5／19～20 ： あーすフェスタ 2012 
 

◆ 5／28～6/4 ： 第 50 回神奈川日朝友好展 市民ギャラリー 
       （*6/1（金）記念祝賀宴） 

 
◆ 5／23（水） ： 本部活動家会議 

 
◆ 5／24（木） ： 顧問慰労会 

 
◆ 5／25（金） ： 総聯結成記念日 

 
◆ 5／27（日） ： 横浜朝鮮初級学校運動会 

 
◆ 6／中旬 ： 横須賀支部活動家会議 

 
◆ 7／1（日） ： 分会代表者会 

 
◆ 7／21（土） ： 支部大会 

 
◆ 11／11（日） ： 分会対抗運動大会 

編集後記に代えて 
 

歴史的な４月１５日を平壌で迎えた同胞や日本市民が各地で報告会を開いています。 

祝賀行事に参席された日本の方のお話を聞くと、日本をはじめ世界各国の報道関係や取材陣などと

一緒のヤンガットホテルに泊まり、観光バス 37 台で移動したそうです。1000 名に近いのでは… 

同胞たちも 4 月 15 日を前後し 500 名ほど訪朝しておりますが、特に主席生誕 100 周年行事と合わ

せて「青商会」、「朝青」は各 100 名の代表団を組んだと聞きました。 

 

熱を帯びた報告が平壌で味わった感激の大きさを物語っています。 

訪朝した同胞や日本人が口をそろえるのが、「新しい指導者への期待」でした。閲兵式で、金正恩

第１委員長が演説したことは、現地でも衝撃的だったようで、現場の熱気や演説後の平壌市民の言動

から、人民を第一に思う指導者に対する親しみと尊敬、そして生活向上への人民の期待を感じたとい

います。 

あるＨＰで、米国在住の韓国系学者が記者団に語ったことを聞き感想を述べています。「人工衛星」

発射失敗を公表することは金正恩第１委員長の指示で、実権を備えた指導者では無いか。私は国家権

力の三代世襲には一貫して反対しているが、金正恩第１委員長が英明な指導者として朝鮮人民の受け

入れるところとなれば、いつまでも反対はしないつもりだ。 

 

訪朝した人がみな「いいこと」を言うとは限らない。本質的でないことを重箱の隅をつつくやり方

で論じる人もいる。忘れてはいけないのは、朝鮮半島は分断・停戦状態のままで、あらゆる野心に囲

まれているという事実だ。平和ボケした国とは常識が異なる。 

 

朝鮮問題の本質は朝米関係においては、停戦協定を平和協定に代えることであり、日朝関係におい

ては、日本の過去清算に基づいた朝・日国交正常化の実現である。この論議に何時辿り着くのか、枝

葉より幹で根ですよね。歴史的な４月を体験した人々が真実をよりいっそう広めてくれることを願っ

ています。 

 


